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職　場　要　求　書
子ども達によりよい教育を保障することと，働く私たち自身の健康と諸権利の充実を実現させるために，職場の要求をまとめて下記の通り申し入れます。何卒よろしくお願いします。

1． 施設・設備の改善、教育予算の増額についての要求
· 特別教室にもクーラーを設置して下さい。また、いつでも稼働できるよう学校予算を増やして下さい。

· 新１年生の人数分の机と椅子を配分して下さい。

· 底や側壁がザラザラのプールを改修してください。
· 生徒の個人指導のできる相談室を整備・拡充してください。

· 雨漏り対策を早急に行ってください。（体育館・○校舎など）

2． すべての子どもたちにゆきとどいた教育を保障するための教育条件の改善要求

· すべての学年を３０人学級にして下さい。また中３での３０人学級実施に伴って教員の持ち時間数が増えないよう加配を行ってください。
· 現○年に在籍する、ＬＤなど特別な教育ニーズを持つ子どもへの、教員の加配を行って下さい。

· 授業準備や生徒への個別指導が十分にできるよう、教員を加配して持ち時間数が週１６時間以下にして下さい。

· 選択教科の実施に必要な教員を加配して下さい。

· 育成学級の生徒の障害の実態や発達段階に応じて、学習と安全の保障ができるよう、教員を加配して下さい。
· 保健室の役割をさらに充実させるために、養護教員を複数配置して下さい。

· 事務職員を複数配置して、担任の事務負担を軽減して下さい。

3． 学校運営・民主的学校づくりについての要求
· 教職員の声を聞いて民主的な学校運営を行って下さい。

· 教職員の協力関係を壊す「教員評価システム」はやめて下さい。

４．　教職員がいきいきと働き続けるための勤務条件改善についての要求

· 勤務時間が守れるよう、学校運営を行って下さい。

· 宿泊行事の勤務時間の割り振り変更・週休日の振替については、超過勤務の縮減になるよう取り組んで下さい。
· 異動にあたっては、本人の希望と承諾の原則を尊重して下さい。家庭事情・保育事情・健康問題などの生活に関わる条件については、本人の不利にならないよう、十分な配慮をもって対応して下さい。特に診断書については、最大限に留意をし、医師による専門的な判断に従って下さい。
· 労働安全衛生法に基づき、教職員の健康や安全を保障するために努力して下さい。

· 教職員用のトイレ・更衣室を、男女別々にして下さい。

· 休養室を設置して下さい。

5． 　教職員の福利厚生・文化的な生活の充実に関わる要求

· 人間ドック・脳ドック・宿泊事業補助など、互助組合・共済組合の事業を充実させて下さい。
